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足 立 の 歴 史
情 報

を
発

信 し てい ま

す

「自 分の住んでいる 街、足立の歴

史を 知り たい」と 考えた事はあり
ま せんか。専門的 に調べたい方 か
ら 、昔な つかしい 雰囲気を味わい
たい方 、歴史 か好きと いうお子さ
んまで、そんな皆さ んにぴったり
な 歴史情報発信地を ご紹介しま す。

郷
土

博

物

館

古
代
か
ら
現
代
ま
で
足
立

の
歴
史
を
調

べ
る
な
ら
…

資
料
の
展
示
を
初
め
、
講
座
や

講
演
会
の
開
催
、
研
究
報
告
書
の

発
行
な
ど
、
さ
患
家
忍
方
法
で
、

足
立
の
歴
史
を
紹
介
し
て
い
る
郷

土
博
物
館
。

展
示
を
見
る
だ
け
で
は
な
く
、

何
か
歴
史
に
つ
い
て
調
べ
た
い
こ

と
が
あ
忝
と
き
も
、
博
物
館
の
情

報
資
料
室
へ
ど
う
ぞ
。
足
立
区
の

郷
土
資
料
奮
仞
め
、
全
国
自
治
体

・
博
物
館
の
歴
史
書
・
報
告
書
な

ど
葯
2
万
冊
と
、
伝
統
技
術
や
祭

り
に
つ
い
て
の
ビ
デ
オ
も
そ
ろ
っ

て
い
ポ
ヂ

。

「こ
ん
な
こ
と
が
調
べ
た
い
の
だ

け
れ
y
ど
ん
な
本
を
見
れ
ば
い
い

の
7
・
」
な
ど
、
資
料
の
探
し
万
に

つ
い
て
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い

ホ
y
。

足
立
の
歴
史
を
学
び
た
い
方
は
、
ぜ

ひ
博
物
館
受
如
用
く
だ
さ
い
。

刊
行
物
を
販
売
し
て
い
ま
す

博
物
館
の
報
告
書
や
絵
(
ガ
キ
は
、

博
物
館
の
ほ
か
、
区
役
所
の
区
政
情
報

室
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

足
立
区
立
郷
土
博
物
館
総
合
案
内

千
1
0
0

円
/
足
立
区
の
文
化
財

千
円
/
絵

で
見
る
年
表

足
立
風
土
記
4

千
円
/

絵
(
ガ
キ

莟
枚
1
組
)
1
0
0円
/

テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド

浮
世
絵
・
5
0度

数
)
8
0
0円
な
ど

利
用
案
内

大
谷
田
5
-
2
0
-
1

?
3
6
2
0
)
9
3
9
3

開
館
時
間
卜
午
前
9
時
～
午
後
5
時

休
館
日
儿
毋
週
月
曜
日
(
祝
日
に
あ
た

る
日
は
そ
の
翌
日
)
年
末
年
始
入
館

料
H
大
人
2
0
0
円
小
・
中
学
生
1
0
0
円

※
情
報
資
料
室
の
み
を
利
用
す
る
場
合

は
、入
館
料
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。毎

月
第
2
土
曜
日
は
無
料
公
開
日
で
T

常設展示室に新コーナ
ーができました。農村
から都市へと変わって
いく足立の様子を電光
パネルで表示していま
す

浮世絵の絵ハガキも販売中

伊

興

遺
跡
公

園

古
墳
時
代
に

遠
く
思
い
を
は
せ
よ
う

伊
興
遍
跡
は
都
内
で
も
珍
し
い
古
代

祭
杞
遺
跡
で
す
。こ
の
遺
跡
は
、
神
を

ま
つ
り
、
豊
か
な
暮
ら
に‥傴
祈
っ

て
い
た
様
子
が
わ
か
る
出
土
物
が

多
い
こ
と
が
特
色
で
す
。

展
示
館
に
は
、
水
辺
の
む
ら
で

あ
り
半
農
半
漁
の
生
活
を
し
て
い

た
当
時
の
人
々
の
暮
ら
し
が
出
土

物
に
よ
ひ
紹
介
さ
れ
て
い
ネ
T

。

紊
盜
園
内
に
は
、
古
墳
時
代
の
く
ら

し
が
わ
か
る
竪
穴
式
住
居
や
墓
(
方
形

周
溝
墓
)
な
ど
の
復
元
も
あ
り
、
古
代

へ
の
ロ
マ
ン
が
広
が
っ
て
い
堂
安

。

利
用
案
内

東
伊
興
町
1
3
-
1

?
3
8
9
8
)
9
1
1
1

開
館
時
間
日
午
前
9
時
～
午
後
5
時

年
中
無
休
(
年
末
年
始
奮
蹣
ぐ
)

入

館
料
凵
無
料

出土物が紹介されている展示館

祭祀に用いられた子持勺玉

千
寿
第
五

小
学
校

学
校
と
地
域
で
つ
く
っ
た

郷
土
資
料
室

千
寿
第
五
小
学
校
に
は
。
地
域
の

方
々
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
昔
の
生
活
用
具
、

農
具
や
学
校
の
歴
史
奮
蛮
る
資
料
な

ど
葯
2
0
0点
鷽
展
示
し
た
教
室
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
に
は
、
ち
ょ
っ
彑
E
の
懐
か

し
い
民
家
の
内
部
を
愿
元
し
た
I
角
も

あ
n
ま
す
。
大
人
に
と
っ
て
は
郷
愁
を

誘
わ
れ
ネ
す
が
、
今
の
子
ど
匁

も
の

目
に
は
、
新
鮮
に
映
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

な
お
、
事
前
に
ご
連
絡
を
い
た
だ
け

れ
ば
、
い
つ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
先
卜
千
寿
第
五
小
学
校

登
(
3
8
8
7
)
8
8
9
1

展
示
品
に
は
ビ
ー
ト

ル
ズ
の
チ
ケ
ッ
ト
も

今号の主な内容

2
面
マ
▽
▽
区
議
会
第
2
回
定
例
会
/
西
部
福
祉
作
業
所
通
所
者
/
　

呼
吸
器
病
相
談
/
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
/
掲
示
板

3
面
マ
▽
▽
選
挙
豆
知
識
/
応
急
危
険
度
判
定
貝
/
緑
の
天
敵
ア
メ

リ
カ
シ
囗
ヒ
ト
リ
/
ひ
ろ
ば

4
面
マ
▽
▽
第
3
1回
足
立
区
展
/
夏
花
品
評
会
/
区
民
相
談
室

花し ょう ぶが

見ごろです
しょうぶ沼公園では、6 月

中し ょうぶ田を閧放し てい ま
す。梅雨の晴れ聞に見にいき
ませんか。

谷中2- 4- 1
(北綾瀬駅下車徒歩1 分)

東
京
の
　確
か
な
未
来
へ
こ
の
一
票
!

東
京
都
議
会
議
員
選
挙

投
票
日
7

月
6
日
(日
)

投
票
時
間
=
午
前
7
時
～
午
後
6
時

※
く
わ
し
く
は
、
6

丿日
の
選
挙

特
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
先
凵
選
挙
暼
翅
委
員
会
事
務
局

登
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

6/14一庁
舎
ホ
ー
ル
・
展
望
レ
ス
ト
ラ
ン

等
を
お
休
み
し
ま
す

6
月
1
4日
出
は
、
区
役
所
全
館
を

衛
生
害
虫
駆
除
の
た
め
、
閉
館
し
ま

す
。
庁
舎
ホ
ー
ル
、
区
民
ロ
ビ
ー
、

駐
車
場
、展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
も
、
ご
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

問
先
卜
庁
舎
管
理

課

豐
(
3
8
8
0
)
5
1
1

㈹

◎ あだち広報は毎月5 日・15日・25日/ エクスプレスは奇数月1 日発行 ※ 区民事務所や駅の広報スタンドなどにも置いてありますので、ご利用ください
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くらしの情報

本庁舎へのお問い合わせは……

3880- 5111㈹
本庁舎以外へのお間い合わせは

それぞれの電話番号へ

※
電
話
番
号
は
お
間
違
い
な
く

福

祉

児
童
手
当
(
特
例
給
付
)
・
児
童
育
成
手
当

現
況
届
を
送
っ
て
く
だ
さ
い

6
月
初
め
に
狠
砒
届
の
用
紙
奎
郵
送

し
ま
し
た
。9
年
度
(
9
年
1
月
～
1
0

年
i
月
)
圭

に
は
、

裏
配
届
が
必
要
で
T
。
送
付
さ
れ
た
現

況
届
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
を
確
認

し
、
必
要
な
事
珸
を
記
入
の
う
凡
同
封
Q

潛
用
封
筒
(
切
手
不
要
)
で
返
送

し
て
ぐ
だ
さ
い
。
現
況
届
が
提
出
さ
れ

な
い
豐
ほ

、6
月
か
ら
の
手
当
が
受

け
う
れ
な
ぐ
な
n
ま
す
。
現
況
届
は
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ま
尋
で
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
必
ず
拠
出
し
歹
ヽ
だ
さ
い
。

な
お
、
曷
配
届
の
用
紙
が
窟
い
て
い
な

い
方
は
、
児
雅
无
ヨ
係
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

期
限
卜
6
月
邸
は
消
印
有
効

問
先
卜
握
畢
当
係

保
育
園
児
を

募
集
し
て
い
ま
す

福
祉
嘉
務
所
で
は
、
両
親
が
勵
い
て

い
た
り
、
病
気
等
の
理
由
に
よ
ひ
乳
幼

児
の
保
音
が
で
忝
な
い
方
の
た
め
に
、

常
時
、
保
育
園
入
園
の
相
談
・
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
か
だ
し
、
年
齢

に
よ
っ
て
腿
書
の
な
い
と
こ
ろ
り
あ
n

汞
す
。

申
・
問
先
£
稙
の
福
祉

事
務
所

簔
1
)

(福
)医
療
証
を
お
送
り
し
ま
す

鴟
医
療
証
が
、7
月
1
日
で
切
箟
晉

わ
2

ヂ

。
現
在
、
爾
医
療
助
成
制
度

を
受
け
て
い
至
力で

、7
月
1
日
以
降

も
該
当
す
久
芳
に
は
、6
月
下
旬
に
新

し
い
医
療
証
夲
豸
送
し
求
す
。8
年
中

の
所
得
が
基
準
を
邨
凡
だ
方
に
は
、
消

滅
通
知
念
砕
卩
¥

ヂ

。7
月
上
旬
に

な
っ
て
も
「
驅
か
な
い
」
な
ど
、
不
明

な
点
が
あ
る
と
霽
ば
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
先
卜
医
療
助
成
係

西
部
福
祉
作
業
所
通
所
者
募
集

作
業
・
生
活
指
導
・
就
労
訓
練
豪
と

お
し
、
一
般
企
業
等
へ
の
就
労
と
自
立

を
支
憚
¥

ヂ

。

対
象
H
一
般
の
職

場
で
の
就
労
が
困
難
な
1
8嵎
以
上
の
知

的
発
達
障
害
者

定
員
H
若
干
名

入

所
時
期
卜
9
月
以
降
募
集
期
間
卜
6

月
6
日
～
1
3
日
申
先
卜
各
福
祉
事
務

所

爰
1
)

問
先
日
各
福
祉
事
務
所

吏
ほ
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

豐
(
3
8
5
3
)
0
6
3

口
」

表1 福祉事務所一覧

健

康

ぜ
ん
息
な
ど
で
お
悩
み
の
方
へ

呼
吸
器
病
相
談
を
行
い
ま
す

「テ
冊
の
こ
ろ
の
ぜ
ん
息
が
ぶ
町
返

し
て
し
ま
っ
た
」
「ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻

炎
も
あ
り
、ぜ
ん
息
発
作
が
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
で
忝
な
い
」な
ど
、呼
吸
器
訶
で

お
悩
み
の
方
、専
門
医
の
話
多
聞
い
て

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。日
時
H
7

月
7
日
囲
、午
後
L
時
卻
が
t
3
時
3
0

分

場
所
日
區
簗
甫
館
1
2階

対
象

日
呼
吸
器
病
で
お
悩
み
の
1
5歳
以
上
の

区
民
お
よ
び
冢
族

内
容
卜
専
門
医
に

よ
る
講
蔘
と
相
談

講
師
=
灰
田
美
知

子
氏
(
半
蔵
門
病
院
ア
レ
ル
ギ
ー
内
科

医
師
)

定
員
H
2
0人

費
用
H
無
料

申
込
卜
電
話

申
・
問
先
卜
公
害
補
償

係

がん検診と
成人健康診査
( 無料)

塋
T
年
以
内
に
、
区
お
よ
び
動
務

先
等
で
同
種
の
検
謦
蓐
け
た
方
は
除

龠
斈
ヂ
。
申
し
込
み
は
、
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
ラ
リ
ガ
ナ
)
。
生
年
月
日
、

性
別
、
電
話
番
号
、
検
診
名
産
明
記
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
甲
し
込
み
先
へ
。
後
日
、

受
診
羃
と
案
内
武
理
胃
し
豕
y
。

※
消
化
器
が
ん
検
診
は
、
表
2
の
日
程

か
ら
検
診
日
、
場
所
(
必
ず
檠
1
希
望

ま
で
)
も
明
記

□
消
化
器
が
ん
検
診

胃
が
ん
検
診
忌
(
腸
が
ん
検
診
で
す
。

日
程
等
日
表
2

対
象
乱
窿
以
上
の

区
民

※
胃
を
切
除
し
た
方
、
胃
の
病

気
で
治
療
中
の
方
、
妊
娠
し
て
い

と

畏
K

る
方
は
受
診
で
耋
呑

ん

期

限
H
7
月
に
受
診
を
希
顰
莨
芳
は
、
6

月
1
5日
消
印
有
効

申
・
問
先
=
足

立
保
健
所
保
健
予
防
課

〒
1
2
1西竹
の

塚
2
-
1
2
-
8

豐
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

□
女
性
が
ん
検
診

乳
が
へ
子
宮
が
か
の
早
期
発
見
に

役
立
ち
乖
y
。
対
象
日
3
0
歳
以
上
の

女
性
区
民

□
咸
人
健
康
診
査

血
液
、
尿
、
必
要
に
5
じ
て
心
電
図

の
検
査
弱
刄
仔
い
、
心
臓
、
肝
臓
、

に
ん
臓
の
病
気
や
糖
尿
病
、
高
血
圧
、

高
脂
血
症
等
に
つ
い
て
調
ベ
ホ
歹
。

対
象
H
4
0
歳
以
上
6
4
歳
昭
和
7
年
t

月
1
日
以
降
牛
蛋
れ
)
ま
で
の
区
民
i

「
女
性
が
ん
検
診
≒

成
人

健
康
診
査
」
は
い
ず
れ
も
I

日
時
卜
受
診
票
の
指
定
期
間
内
に
受
診

医
療
機
関
と
相
談
の
う
凡
受
診

場
所
H

区
内
実
施
医
療
機
関

申
・
問
先
卜

保
健
予
防
係

〒
1
2
0中央
本
町
1
1
1
7
1
1

表2 消化器がん検診( X 線撮影と検便による検診)

● 足立保貴所は、希望される方か多く、翌月になることがありますのでご了承ください。

なお、中央本町保健相談所は、回数か多く、希望日に受診しやすくなっています

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
ご
注
意
を
!

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
発
ま
し
や
す

い
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
光
化
学
ス

モ
ッ
グ
は
、
自
動
車
、
工
場
、
ビ
ル

な
ご
?
岔
笛
さ
れ
た
窒
素
酸
化
物
、

炭
化
水
素
な
ど
の
大
気
中
の
汚
染
物

質
が
、
太
陽
の
紫
外
線
を
鷽
け
て
化

学
反
応
‘
一
愚
こ
し
発
生
し
零
y
。
目

や
の
ど
籌
莉
激
」た
り
、
植
物
に
も

被
害
を
与
蛋
ヂ
。
注
意
報
・
響
報

な
ど
が
出
た
と
き
は
、
皆
さ
ん
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
に

ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。
y
な
る
べ
く

外
に
出
な
い

▽
屋
外
運
動
は
や
の

る

▽
自
動
車
の
運
転
は
で
き
る
だ

け
に‥な
い

▽
目
や
の
ど
に
刺
激
を

讐
処
と
き
は
、
目
夲
洗
い
、
う
が

い
を
矛
る

※
被
憲
寡
け
た
と
き

は
、
最
寄
ひ
の
保
健
所
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い

問
先
卜
環
境
課
調
整
係

魯
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

区
議
会
第
2
回
定
例
会

区
議
会
第
2
回
定
例
会
が
、
左
表

の
と
お
ひ
開
会
さ
れ
ま
す
。
本
会
議

お
よ
び
委
員
会
は
公
開
し
て
い
樂
y
。

な
お
、
傍
聴
席
に
制
限
が
あ
り
毒
す

の
で
、
事
前
に
お
問
い
ふ
[
5せ
ぐ
だ

さ
い
。

傍
聴
受
付
卜
▽
本
会
議
・・・

開
会
3
0分
前

マ
各
委
員
会
・・・開
会
L

時
間
前

問
先
卜
区
議
会
事
務
局

豐
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

掲
示
板

□
足
立
区
薬
剤
師
会
『
薬
草
勉
強

会
』

日
時
卜
6
鳳
背
面
、
午
前
&
時
1
0

分
出
発
目
的
地
卜
日
光
植
物
園

講
師
日
滝
戸
道
夫
氏
(
日
大
名
誉
教

琶
定
s
目
5
0
人
費
用
H
3
千

3
0
0
円
(
1
2歳
以
下
は
2
千
円
)

申
・

問
先
=
寺
山
薬
局

魯
(
3
8
8
3
)
3
6
6

口

□
パ
ソ
コ
ン
初
級
講
座

日
時
卜
7
月
6
・
1
2
・
1
3
・
1
9
・
2
1

日
、
午
後
L
時
1
t
時
内
容
卜
名

刺
、
家
計
簿
な
ど
の
作
成

定
員
卜
3
0

人

費
用
H
無
料

申
込
H
往
復
(

ガ
キ
に
講
座
名
、
住
町

氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
鳶
明
記

期
限
卜
6
月
2
0
R必
着

場
・
申
・

問
先
卜
青
井
高
校

〒
1
2
0青#
I
-
7
1
3
5

酋
(
3
8
4
8
)
2
7
8
1

□
綾
瀬
ろ
う
学
校
説
明
会

日
時
卜
6
月
1
8
日
團
、
午
前
1
時
～

午
後
1
時
3
0分

対
象
H
聴
覚
障
害

の
あ
る
中
・
高
校
生
の
保
護
者
と
教

職
員

内
容
目
高
等
部
お
よ
び
専
攻

科
の
教
育
課
程
の
説
明
と
授
業
参
観

場
・
申
・
問
先
卜
綾
瀬
る
7
学
校

登
(
3
6
0
6
)
0
1
2
2

F
A
x
(
3
6
0
6
)
0
1
2
0

□
ク
レ
ジ
ッ
ト
ー
サ
ラ
金
s
妖
稻
談

期
間
=
6
月
中
の
月
薩
日
、午

前
1
0
時
～
正
午
内
容
H
弁
凖
士
に

よ
る
電
話
相
談

s
(
3
5
8
1
)
1
5
5
1

□
公
開
講
座
(
さ
を
り
織
り
)

日
時
日
7
月
5
・
1
9
・
2
6
E
、a
月

2
・
3
0
日
、午
後
L
時
～
t
時
費

用
日
千
5
0
0円(
教
材
貴
)

申
込
H

往
復
(
ガ
キ
に
講
座
名
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
件
別
、
電
話
番
号
冴
明

記

期
限
卜
6
月
2
5阡
必
着

場
・

申
・
問
先
卜
足
立
養
護
学
校

登
(
3
8
5
0
)
6
0
6
`
○

□
在
宅一
症
心
身
障
害
児
(
者
)
訪

問
看
護
事
楽
従
事
者
募
集

対
象
葢
最
婦
ま
た
は
保
健
婦
の
免

許
武
窈
ち
の
6
0
歳
以
下
の
方
?

心
身
″も
に
健
康
で
璽
症
児
の
看
護

に
理
解
の
あ
る
万

定
員
H
3
0人
程

度

申
込
卜
電
話

期
限
H
6
月
1
3

日

申
・
問
先
卜
都
・
母
子
保
健
課

登
(
5
3
2
0
)
4
3
7
Q
u

家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
お
考
え
の
方
へ

住
宅
金
融
公
庫
衷
ほ
区
の
指
定

す
ゑ
巌
機
関
か
ら
、
庄
宅
改
良
資

金
を
倆
ひ
入
れ
て
エ
富
忝
夛
る
方
に

対
し
、
資
金
の
一
部
鳶
叨
成
し
零
y
。

対
象
凵
マ
自
己
用
住
宅
の
場
合
…
本

人
ま
た
は
同
居
の
親
族
が
所
有
す
る

住
宅
で
、引
き
続
き
居
俚
y
る
/
区

内
に
1
年
以
上
在
住
し
て
い
る
/
前

年
度
の
総
所
得
金
額
が
鶤
万
円
以
下

で
あ
る

▽
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
共

用
部
分
の
場
合
・・・
区
分
所
有
者
全
員

で
構
成
す
9

管
理

組
合
袤
{
ぼ

、
こ

れ
に
準
ず
る
萱

埋
組
合
で
あ
る

※

区
の
指
定
金
融
機
関
お
よ
び
助
成
の

要
件
な
ど
、
く
ゎ
し
ぐ
は
お
問
い
合

わ
せ
ぐ
だ
さ
い

申
・
問
先
日
住
宅

推
逢
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹
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国

保
・
年

金

国
民
年
金
の
6
0歳
説
明
会

日
時
卜
6
月
1
7
R
㈹
、
午
前
1
0
時
と
午

後
2
時
の
2
回
(
受
け
付
け
は
開
始
3
0

分
前
か
ら
)
場
所
日
区
役
所
南
館
1
3

階
会
議
室
対
象
卜
昭
和
揺
亨
月
2

日～
昭
和
麗
百
月
1
旦
蛋
れ
の
方

(対
象
者
に
は
別
に
通
知
)

内
容
卜

国
民
年
金
制
度
の
仕
組
み
と
受
給
手
続

き
の
説
明
お
よ
び
個
別
相
談
(
受
付

順
)

問
先
卜
国
民
年
令
課
適
用
係

就
職
・
退
職
し
た
ら
手
続
き
を

赤
ち
ゃ
ん
か
ゑ
心
年
寄
り
ま
で
、
外

甲
(
を
含
む
于
べ
て
の
方
は
、
万
一
の

訶
気
や
ヶ
ガ
に
備
え
て
、
必
ず
公
的
な

健
康
保
険
に
加
入
レ
な
け
れ
ぱ
な
n
ま

廿
刄
。
動
務
先
の
健
康
保
険
等
(
社
会

保
険
等
)
に
加
入
し
て
い
な
い
方
は
、

国
恩
凄
保
険
へ
の
加
入
が
必
要
で
冤

柬
牛
居
保
護
受
給
中
の
方
は
除
き
祟
y

□
退
職
し
た
ら
加
入
の
手
続
き
を

会
社
な
ど
奮
ミ
職
し
て
職
場
の
健
康

保
険
汳
`
退
レ
た
方
や
、
そ
の
扶
養
冢

旆
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
蜃
于

続
き
が
必
要
で
す
。
届
け
出
が
遅
れ
た

場
合
、
保
険
料
は
退
職
日
の
翌
日
ま
で

(最
長
2
年
)
六
か
の
ぼ
っ
て
か
か
り

ま
t
か
、
医
療
給
付
は
原
則
と
し
て
さ

か
の
ぽ
n
碁
眷
ん
。
早
め
に
手
僣
筌

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
凵
職
場
の
健

康
保
険
を
や
め
た
証
明
書
(
資
格
喪
失

証
明
書
、
離
職
票
、
退
職
証
明
書
な
ど

や
め
た
月
日
が
確
認
で
瘴
る
も
の
)
/

届
出
人
の
印
鑑
/
蹇
濕
―
で
に
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
は
、

国
民
健
康
保
険
証
/
7
0歳
禾
満
の
方
で

厚
生
年
金
、
共
済
年
金
(
国
民
年
金
を

除
く
)
の
受
給
者
は
、
年
金
証
書
(
年

金
受
給
開
始
時
に
届
い
た
。
被
保
険
者

期
間
の
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
)
を
窓

口
に
持
参

※
届
出
人
が
代
理
人
(
本

人
お
よ
び
同
一
世
帯
員
以
外
の
方
)
の

場
合
は
、
保
険
証
は
翌
日
郵
送
と
な
り

宋
す

□
就
職
し
た
ら
や
め
る
手
続
き
を

国
民
壟
碓
保
険
に
加
入
し
て
い
た
方

で
、
会
計
な
ど
に
就
鶚
し
て
新
た
に
職

場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
方
や
、
そ

の
扶
養
家
族
は
、
国
民
健
康
保
険
奩
y

め
蜃
于
続
き
が
必
要
で
す
。
会
社
な
ど

か
ら
国
民
健
康
保
険
課
に
は
何
も
連
絡

が
な
い
た
め
、
手
偕
筌
し
な
い
と
、

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
た
ま
豕
ζ
な

っ
て
し
ま
い
ホ
y
。
必
ず
や
め
る
手
続

き
を
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

届
出
H
勤
務

先
の
健
康
保
険
証
、
国
民
健
康
保
険
証
、

届
出
人
の
印
鑑
を
窓
口
に
持
参

※
就

職
R
以
降
、
国
民
健
康
保
険
証
は
恋
兄

豈
尤
の
で
、
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い

I
い
ず
れ
も
I

恋
更
後
1
4隨
以
内
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

申
先
卜
各
区
民
事
務
所

吏
ほ
国
民
健
康
保
険
課

問
先
卜
国

民
健
康
保
険
課
資
格
賦
課
係

生

活

環

境

水洗化が可能になりました表
3
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能
に
な
n

ま
し
た
。
こ
の
地
域
に
お
佯
ま
い
の

方
は
、
3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事
を
し

て
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
日
下
水
道
暘
北

部
第
一
管
理
事
務
所

酋
(
5
6
8
0
)
6
3
3
1

※
水
洗

化
工
事
の
融
資
あ
つ
廿
ん
制
度
が
あ
り

李
歹

問
先
卜
計
画
調
整
課
助
成
係

表3 水洗化可能地域

東
京
都
市
計
画
事
業
六
町
四
丁

目
付
近
土
地
区
画
整
理
事
業
の

公
聴
会
開
催
と
公
述
人
の
募
集

こ
の
事
業
の
環
境
影
響
胚
懦
書
案
の

内
容
に
つ
い
て
、
環
境
保
全
の
見
地
か

ら
都
民
の
皆
齏
加
の
'
に
}意
見
名

題
き

す
る
た
め
、
公
聴
会
を
開
催
し
、
公
述

人
を
募
集
し
豕
歹
。

□
公
聴
会
の
開
催

日
時
卜
7
月
1
4日
囲
、
午
後
1
時
か
ら

場
所
日
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

傍

聴
人
数
卜
1
0
0人程
度
。
当
日
会
場
で
、

午
後
1
時
3
0分
か
ら
先
着
順
で
傍
聴
券

を
配
付

※
公
述
の
申
出
者
が
な
い
場

合
は
、
公
聴
会
は
開
催
し
奕
て
ん

□
公
述
人
の
募
集

定
員
凵
2
5
人
程
度
(
抽
選
)
公
述
時

間
日
人
当
だ
り
1
5
分
以
内
公
述
申

出
の
方
法
日
公
述
申
出
書
壹
誓
靨
卮

は
郵
送
公
述
申
出
の
期
間
a

日
ふ

官
消
印
有
効

公
述
申
出
一
の

記
載
内
容
H
対
象
事
業
の
名
称
(
略
称

可
)
/
公
孳
(
の
住
所
、
氏
名
(
ふ
ひ

が
な
)
、
電
話
番
号
/
団
体
等
の
場
合

は
、
団
体
名
、
事
務
所
所
在
地

代
表

者
氏
名
、
公
添
人
の
役
職
名
、
氏
名
、

ま
町
、
電
話
番
号
/
公
述
し
ぷ
7

す

る
意
見
の
要
旨

瞋
字
以
内
)

公
述

申
出
先
卜
都
・
環
境
影
響
評
価
審
査
室

「公
聴
会
衵
弓
」

〒
1
6
3
-阯新
宿
区

西
新
宿
2
1
8
-
1

都
庁
第
一
本
庁
舎

北
唔
3
6階

I
い
ず
れ
も
1

問
先
卜
環
詭
課
調
整
係
ま
た
は
都
・
環

攜
影
響
評
埀
畧
量
「
公
雙
稻
晋

さ
(
5
3
8
B
)
3
4
4
0

新
築
等
さ
れ
る
方
は
届
け
出
を

住
居
表
示
実
施
済
み
の
区
域
で
、
建

物
を
新
築
し
蘇
緬
改
築
等
で
出
入
口

を
変
更
す
る
場
合
は
、
新
た
に
住
居
番

号
(
住
所
)
を
庚
め
る
た
め
の
届
け
出

が
必
要
で
y
。
こ
の
届
け
出
が
な
い
と

正
し
い
住
所
が
決
ま
ら
な
い
た
め
、
住
S
t

の
異
動
等
の
手
続
き
が
で
き
ま
せ

ん
。
上
棟
式
・
基
礎
工
事
が
終
了
し
た

ら
、
建
築
確
認
S
一
式
(
特
に
そ
の
中

の
案
内
図
と
配
置
図
)
竃
」
用
意
の
う
&

涵
け
出
を
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
ま
た
、

建
物
自
体
は
そ
の
ま
ま
で
も
、
所
有
者

や
ア
パ
ー
ト
等
建
物
の
名
称
が
変
わ
っ

か
場
合
も
届
け
出
が
必
要
で
す
。

問

先
卜
住
居
表
示
相
当

緑
の
大
敵

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
を
退
治
し
よ
う

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、
6
月
と

8
月
の
年
2
回
発
生
し
、
樹
木
に
被
害

を
も
た
ら
す
箜
聨
子
。
越
冬
レ
だ
サ

ナ
ギ
が
臼
い
小
変
分
に
な
っ
て
産
卵

し
、
6
月
中
旬
に
卵
が
か
え
ひ
豕
y
。

幼
虫
(
毛
虫
)
↓
サ
ナ
ギ
↓
成
虫
澄

↓
産
卵
↓
幼
虫
と
な
り
、
旦
月
に
2
回

目
の
被
害
が
で
衆
y
。
6
月
に
完
全
に

退
治
す
れ
ば
、
8
月
に
姓
笞
ん
ど
発

生
」
な
い
の
で
、
早
め
の
処
置
が
大
切

で
す
。

□
巣
の
見
つ
け
方

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、
葉
の
裏

側
に
毛
虫
が
群
が
っ
て
巣
を
つ
く
n
ま

す
。
は
じ
め
は
、
葉
の
表
皮
だ
け
受
薮

し
て
食
べ
る
の
で
。
葉
が
透
け
て
思
兄

る
夭
y
に
な
Q
豕
歹
。
巣
の
う
ち
に
駆

除
す
る
方
法
が
、
最
も
効
果
的
で
す
。

好
ん
で
卵
を
匣
み
付
け
る
プ
ラ
タ
ナ
ス
、

桜
、
カ
キ
、
柳
丿
岑
お
持
ち
の
万
r
t
'

特
に
注
意
し
て
葉
の
裏
の
状
能
蒭
観
察

し
て
く
だ
さ
い
。

□
巣
を
取
り
除
く
に
は

巣
夲
見
つ
け
た
ら
、
そ
の
枝
葉
を
切

り
、
踏
み
つ
ぶ
y
か
、
す
ぐ
に
焼
却
し

て
く
だ
さ
い
。
切
ひ
取
っ
て
も
2
、
3

日
も
放
置
す
れ
ば
、
毛
里
が
散
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
見
つ
け
し
だ
い
す
ぐ
処
理

し
て
ぐ
だ
さ
い
。

ア
メ
りエ
″シ
ロ
ヒ
ト
けほ
、
一
斉
に

発
生
す
る
た
め
、
駆
除
も
地
域
で
一
斉

に
行
わ
な
け
れ
ぱ
な
口
ま
せ
ん
。
各
家

庭
の
樹
木
(
庭
木
)
に
つ
い
ア
ほ
、
所

有
者
に
駆
除
の
貴
任
が
あ
2
'
ヂ
。
高

さ
が
5
m
以
上
あ
る
樹
木
。
所
有
者
不

明
の
樹
木
な
ど
、
駆
除
が
困
難
な
豐
口

に
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ポ
是
。
学
校
、

公
園
、
街
路
樹
に
つ
い
て
は
、
各
管
理

者
が
駆
除
し
廖
歹
。
な
お
、
地
域
で
駆

除
歹
る
方
の
た
め
に
、
各
区
民
事
務
所

に
薬
剤
と
動
力
噴
霧
機
{
跖
騨
し
、
貸

し
出
し
て
い
ネ
y
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
先
卜
衛
生
指
導
係

選
挙
豆
知
識

き
れ
い
な
選
挙
は

み
ん
な
の
願
い

政
治
家
等
の
寄
附
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

政
治
家
等
(
立
候
補
予
定
者
を
含

む
)
が
選
挙
区
内
り
人
に
対
し
て
寄

堕
隼
呑
こ
と
は
、
い
か
な
る
名
目

で
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
寄
附
に

は
金
銭
だ
け
で
な
く
品
物
も
含
ま
れ
、

お
中
元
な
ど
奩
喟
る
こ
と
や
、
祭
り

で
の
寄
贈
な
ど
も
で
孝
ま
せ
ん
。
有

権
者
が
こ
れ
ら
牙
求
め
る
こ
冫
禀

止
さ
れ
て
い
て
、
政
治
家
等
に
強
要
t

9
と
処
罰
さ
れ
欒
y
。
ま
た
、
政

治
家
等
は
、
暑
中
見
舞
い
な
ど
の
あ

い
さ
つ
状
(
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に

よ
る
も
の
を
啄
く
)
を
出
す
'
に
戸
石

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
贈
ら
な
い
、

求
め
な
い
、
営
記
驚
な
い
」
が
、

明
る
く
袁
い
い
な
選
挙
に
つ
な
が
り

ま
す
。
区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
夲
お
願
い
し
ネ
y
。

(
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
)

建
築
物
の
応
急
危
険
度
判
定
員
の

登
録
を
お
願
い
し
ま
す

都
で
は
、「
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

制
度
」
の
一
環
と
し
て
、
一
般
の
建

築
士
の
方
々
か
ら
5
急
危
険
度
判
定

員
の
登
録
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
を

募
果
し
て
い
欒
歹
。
登
録
夲
希
望
す

る
万
で
、
都
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

建
築
士
の
方
を
対
象
に
、
i
呉
尉
8

月
7
日
、
1
0月
8
日
、
U
以
…一日

の
4
回
、
地
震
後
の
建
物
の
5
急
危

険
度
判
定
方
法
に
つ
い
て
講
習
会
を

閧
催
し
求
T
。
講
習
後
は
「
防
災
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て
登
録
す
る
こ

と
に
な
n
永
手

。
く
わ
し
く
は
、
建

築
調
整
課
窓
口
で
配
布
し
て
い
る
募

集
案
内
竃

』覧
ぐ
だ
さ
い
。

問
先

卜
建
築
調
整
課
調
査
係

`
一
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

都
・
建
築
防
災
課

登
(
5
3
8
8
)
3
3
6
9

」

諾
意
只
建
築
防
災
セ
ン
タ
ー

a
(
3
4
4
8
)
o
B
8
B

ひ
ろ

ば

【
投
稿
規
程
】
サ
ー
ク
ル
情
報
、

催
し
物
な
ど
の
案
内
に
ご
利
用
ぐ

だ
さ
い
。

営
利

霰

・
政
治

目
的
の
も
の
、
会
費
が
月
額
く
千

円
夲
超
え
る
も
の
、
投
稿
内
容
が

不
懈
な
も
の
は
掲
載
で
謇
弄
瓦

/
1
団
体
1
事
業
/
3
ヵ
月
間
再
掲
載
は
不
可
/
原
稿
は
乖
短
か
に
ま
と

め
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
団
体
名
、
費
用
(
入
会
金
、
月
額
、
使

漓
笘
)

混
l

し
て
、
郵
送
ま
隘
路
参
/
採
否
は
連
絡
し
ま
せ
ん
/

掲
載
後
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
/
サ
ー
ク
ル
募
集
は
巻
看
順
/
催
し
物
の

締
め
切
ひ
は
、
発
行
圦
T

ヵ
月
前

投
稿
・
問
先
卜
広
報
課

〒
1
2
0中

央
本
町
1
1
1
7
1
1

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

=
催
し
物
=

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

6
月
習
晶
、午
前
1
0
時
～
午
後
3

時
圉
大
中
止
)
/
し
ょ
う
ぶ
沼
公

園
/
出
店
料
千
円
/
申
し
込
み
は
、

官
製
(
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、電
話

番
号
豈
明
記
/
草
の
根
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
・
竹
林
〒
1
2
3
関
原
1
1
3
4

1
7
a
(
5
6
8
1
)
7
6
1
0

☆
サ
マ
ト
キ
ャ
ン
プ
a
月
1
5
R
～

汀

ご
λ
写

日
)
/
鹿
沼
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
/
小
学
4
年

生
以
上
/
5
0人
/
申
し
込
み
は
(
ガ

キ
で
一
月
3
0刪
必
着
。
く
ゎ
し
ぐ
は

電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い
/

足
立
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
リ
ー
ダ
ー

ク
ラ
ブ
・
多
田

s
(
3
8
6
0
)
9
3
8
4

=
募
集
=

☆
魚
料
理
(
お
と
と
の
乙
=
)
毎
月

第
1
金
曜
日
、
午
豐
蒔
釦
分
～
9

時
/
青
年
セ
ン
タ

笳
/

入
会
金

千
円
、
年
会
費
千
円
、
月
額
千
5
0
0円

/
山
川

霓
3
8
5
B
)
3
2
5
3

☆
ウ
ク
レ
レ
同
好
会

毎
月
2
回
日

曜
日
、
午
後
1
時
A

時
/
西
部
区

民
ホ
ー
ル
ほ
か
/
入
会
金
千
円
、
月

額
千
円
/
小
林

豐
(
3
8
9
7
)
7
7
0
{
D

☆
高
齢
者
手
作
り
手
芸
(
が
ん
ば
る

会
)
毎
月
第
1
土
曜
日
、午
前
1
0

時
～
正
午
/
竹
ノ
塚
駅
西
口
付
近
/

月
額
千
円
(
教
材
付
き
)
/
清
水

豐
(
3
8
9
9
)
p

』
5
3
n
D

☆
里
謡
、
唱
歌

叙
情
歌
を
歇
つ
会

(桜
会
)

毎
週
月
曜
日
、
午
後
7

時
卜
旦
叭
芬
/
千
寿
第
五
小
学
校
/

月
額
千
円
(
中
学
生
以
下
は
無
料

保
護
者
同
伴
の
こ
と
)
/
野
寺

豐
(
3
8
8
6
)
0
3
5
5

☆
女
性
合
唱
団
(
コ
ー
ル
い
ず
み
)

毎
週
金
曜
日
、午
前
1
0
時
～
正
午
/

青
年
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
罕
円

月
額
2
千
円
/
見
学
歓
迎
/
大
郷

合
(
3
8
8
5
)
5
6
7
7
(

夜
間
)
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ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
　
郷
土
博
物
館
の
映
画
会

第
1
土
曜
日
の
無
料
公
開
日
に
、
映

屡
窄
涙
し
廖
y
。
日
時
日
6
月
1
4

日
出
、
午
前
1
1
時
内
容
卜
「
六
&
の

山
里
」
(
叩

分
)
・・・
9
割
を
占
め
る
山

林
に
依
存
レ

だ
村
の
生
活
/

「
ム
カ
シ

が
来
た
1
横
浜
市
長
屋
門
公
園
の
古
民

家
復
元
の
記
録
-
」
(
祁
分
∵
:
古
民

家
移
築
・
復
元
に
示
さ
れ
る
職
人
の
技

費
用
H
無
料

場
・
問
先
日
郷
土
博
物

館

さ
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

女
性
の
た
め
の
健
康
づ
く
り

成
人
病
と
骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防

健
診
の
機
会
の
少
な
い
女
性
を
対
象

に
検
査
と
体
験
学
習
を
行
な
い
求
す
。

日
時
卜
6
月
2
5
日
團
・
7
月
2
3
日
團
、

い
ず
れ
も
午
前
9
時
～
1
0
時
対
象
凵

1
8
歳
～
3
9
歳
ま
で
の
女
性
内
容
日
皮

下
脂
肪
測
定
、
血
圧
、
血
液
(
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
・
中
性
脂
肪
・
貧
血
)
尿
検

査
、骨
密
度
測
定
等
定
員
H
4
0
人
(
先

着
順
)
費
用
凵
無
料
申
込
卜
往
復

(
ガ
キ
に
希
望
日
、住
所
、氏
名
、年

齢
、電
話
番
号
煮
明
記
期
限
凵
6
月

1
6
日
必
着
場
・
申
・
問
先
卜
足
立
保

健
所
業
務
係
〒
1
2
1
西
竹
の
塚
2
-
1
2

-
c
o
(
9
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

よ
ち
よ
ち
歩
き
の
親
子
あ
そ
び

親
子
で
体
蚩
鄭
か
し
て
遊
び
ま
し
ょ

う
。日
時
卜
6
月
1
0
日
脚
、午
前
1
0

時
3
0
分
～
H
時
叩
分
対
象
凵
千
住
地

域
に
お
住
ま
い
の
L
歳
～
1
歳
4
ヵ
月

の
子
供
と
親

定
貝
卜
2
0組

費
用
卜

無
料

申
込
卜
電
話

場
・
申
・
問
先

卜
千
住
保
健
所

昔
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

乾
電
池
回
収
ボ
ッ
ク
ス
、

紙
パ
ッ
ク
回
収
ポ
ス
ト
を
新
設

梅
島
通
所
訓
練
施
設
(
梅
島
3
-
3
1
-

1
9
)に
乾
電
池
回
収
ボ
ッ
ク
ス
と
紙

パ
ッ
ク
回
収
ポ
ス
ト
を
新
た
に
設
置
し

ま
し
た
。
お
近
ぐ
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利

用
ぐ
だ
さ
い
。
そ
の
他
の
設
置
場
所
に

つ
い
て
は
、『リ
ブ
イ
ン
』ま
た
は
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
課
発
竹
の

『
リ
サ
イ
ク
ル

の
T
す
め
V
O
L
・
5
』を
ご
参
照
く
だ

さ
い
。

問
先
ト
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

き
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

ご利用ください

学びの情報を
電話でキャッチ!

生涯学習情報ダイヤル
あ なたが探し ている講座や イベ

ント について 、区 内情報を中心に 、
いつ 、どこで 、ど んなふうに開 催

さ れるのかを電 話でご 案内し ます。
何゙か始めたい … ″ そう思 った時

から始 まる 「学びの スト ーリ ー」。
こ のダ イヤ ルから「あなたの スト
ーリ ー」がスタ ートし ます。
気軽にお電 話ください。

3605- 7181( 生涯学習館)

午前10時～午後5時
※ 生涯学習館の休館日を除く毎日

情 報 コ ー ナ ー
い じ め 相 談

月曜日～金曜日( 祝日を除く)、午前9 時- 午後4 時30分
四3880 ―5577C^a* 室)

暮らしっくスクール 足立区消費者通信大学
消費生活刪潤題を自ら学ぶ通信

制の講座です。 日程等= 下表
対象= 区内在住、在勤、在学の方
定員=70 人
● 公開講座「遺伝子組み換え食品
の安全性は?J
鈩立又消費者通信大学のスクー

リングは公開講座です。通信講座
受講生以外の方の参加をお待ちし

ています。日時=8月26日㈹、
午後6蹈吩～8蹈0分講師=
神山美智子氏( 弁護士) 定員=30
人( 先着)

- いずれも一
費用= 無料 申込=電話 場・申
・問先= 消費者センター
B3880- 5385

通信大学科目およびスクーリング日程

※ いずれも、時間は午後6畤30分～8時30分

「区民企画講座」の企画募集
男女平等の視点を踏まえ、区民
力畦体的l こ連営する講座皿を
募集します。日時=9月24日～
12月10日の毎遁l 水曜日、午後7時～
9時( 全3～5回開催の2・3

講座を予定) 対象一区内に活動
の主体を置き、区内在住・在勤・

在学の方が7 割以上の団体 申込
応募用紙を根川( 用紙濮求は電
話または窓口へ) 期限=6 月20
日 申・問先= 女性総合センター

〒123 梅田7- 33- 1
03880- 5222
FAX3880- 0133

女性総合センター情報資料室
開館時間を延長します

情1報資料竰rでは6月18日以降の
毎週水曜日、閧館啝河司を延長しま
す。l 黼奠時間午前9時～午後
8時※ 水曜日以外は午前9時～
午後5 時。年末年始・祝日・令館
清掃日は休館 問先= 女性総合セ
ン々- f t gR 只∩- 5999

現代美術の 精鋭展
第3 部

現代美術の理解を深めるため、
地元の方と足立区内外で活躍され
ている作家32人の協力によって、
作眤1を紹介します。日時=6月
21日～29日、正午～り=l 髮7F晦り謾
終日午後5 時まで) 場所= 綾瀬
プルミエ 費用= 無料 問先= 文
化振興係03880- 5111 ㈹

第31回足立区展
広く区民から募集した作逅Jのな

かから、入選作活13を下表のとおり
展示します。 費用= 無料 問先=
文化振興係03880- 5111' ㈹

区展日程

夏花品評会
日時=6月18日、午後1時～5時
/19日、午前8際30分～午後5時
/20日、午前8嶐3〔汾～午後3時
場所= 区役所アトリウム 内容=
区内の花き農家か栽培した夏菊、
ユリなど約150点を 展示 ※ 6 月18

日、午後1 時から先着200人に

切り花を配布 問先= 晨廁系03880- 5111
㈹

力ヌ一入門教室

身近な荒川を、川面から観察す
る絶好のチャンスです。日時=
6月22日( 日) ・29日( 臥午前9時～
正午 場所= 荒川河川敷( 鹿浜醴
近く) 対象= 初めてカヌーに乗
る1&記就上の青年男女( 泳げる人
に限る) 内容こカヌーの組み立
てからパド ル操作など 定員=25
人 費用=600R( " 保険料2 回分)
期限=6 月15日 申・問先= 青年
センター03890- 0061

「花の栽培講習会」
参加者募集

「あしたの鈿寸をつくる区民協議
会」では、花いつ1濆丶運動の¬環
として、花の貎喘講習会を行いま
す。 日時=6 月27日窗、午後2
時 場所= 区役所南館13階会議室
対象= 区内在住、在動の方 内容==
サルビアほかの育て方 講師=

金 子盛 一 氏 定 員=80 人( 先 着
順) 費用= 無料 申込= 電話 期

限=6 月16日 申 ・問先= 育成係03880- 5111'
㈹

お気軽にご利用を

区民相談室

困ったことや 已ヽ a己なことがあり

ましたら、こ相談ください( 秘軅5
厳 守)。 費用= 無 料 問 先= 区
民相談宰S38805111 ㈹

※ 土 曜・日曙・祝日はお休みです

◎ 住宅 修繕をお 考えの方 へ、区内 建築 業者の連合団体を 紹介しています。電話でお申し込 みください

◎「あだち広報」は再生紙を使用しています Y. F240, 000


